
４
連
携
施
設
に
関
す
る
課
題
・
問
題
点
：
３
歳
児
の
受
け
皿
要
件

〇
連
携
施
設
の
役
割
の
う
ち
、
「
３
歳
児
の
受
け
皿
」
の
合
意
を
得
る
の
が
困
難

・
認
可
保
育
所
の
３
歳
児
枠
は
す
で
に
「
定
員
超
過
」

・
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
も
「
ほ
ぼ
定
員
が
埋
ま
っ
て
い
る
」

・
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
保
育
と
は
運
営
方
針
が
異
な
り
「
保
育
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
」

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
６
条
に
基
づ
く
連
携
施
設

「
認
可
保
育
所
」
「
幼
稚
園
」
「
認
定
こ
ど
も
園
」
で
の
受
け
皿
対
応
は
不
可
能
な
状
況

・
本
市
の
予
測
で
は
、
今
後
も
保
育

需
要
は
数
年
間
伸
び
る
。

・
毎
年
度
、
約
2,
00
0人
分
の
施
設

を
整
備
し
て
い
る
が
、
待
機
児
童

の
解
消
も
で
き
て
い
な
い

・
幼
稚
園
は
預
か
り
時
間
が
短
い
こ

と
や
夏
休
み
の
長
期
休
暇
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
保
育
施
設
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い

・
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
「
子
育
て

支
援
型
幼
稚
園
制
度
」
を
創
設

5
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〇
連
携
施
設
の
役
割
の
う
ち
、
「
代
替
保
育
の
提
供
」
の
合
意
を
得
る
の
が
困
難

・
「
代
替
保
育
の
提
供
」
の
連
携
が
進
ま
な
い
の
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
の
努
力
不
足
や
施
設
側
の

協
力
不
足
な
ど
で
は
な
く
、
「
代
替
保
育
の
提
供
」
が
連
携
施
設
の
必
須
の
役
割
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
、
現
場
の
実
態
に
合
致
し
て
い
な
い

・
他
法
人
の
施
設
で
保
育
方
針
も
違
う
中
、
普
段
見
て
い
な
い
子
ど
も
の
保
育
は
現
実
的
で
な
く
、
実
質
、
同
法
人
の
場
合
に
限
定
。

・
そ
も
そ
も
、
施
設
職
員
の
確
保
が
大
変
困
難
な
中
、
代
替
保
育
を
提
供
す
る
た
め
の
職
員
が
確
保
で
き
な
い

・
代
替
保
育
提
供
中
に
、
万
一
、
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
の
責
任
の
所
在
が
不
明
確

・
幼
稚
園
（
３
歳
以
上
）
の
先
生
が
、
急
に
乳
児
を
見
る
こ
と
の
不
安
等

５
連
携
施
設
に
関
す
る
課
題
・
問
題
点
：
代
替
保
育
の
提
供
要
件
・
経
過
措
置
期
限

〇
連
携
施
設
が
な
く
て
も
認
可
で
き
る
経
過
措
置
は
「
平
成
３
１
年
度
末
」
で
終
了

・
万
一
、
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
の
認
可
取
消
と
な
れ
ば
、
当
該
家
庭
的
保
育
事
業
所
等
を
利
用
中
の

児
童
が
行
き
場
を
失
う
可
能
性
が
あ
る

※
無
認
可
と
な
る
た
め
、
児
童
の
退
園
や
、
そ
れ
に
伴
う
経
営
の
不
安
定
化
を
想
定
。

・
加
え
て
、
保
育
の
受
け
皿
が
減
少
す
る
た
め
、
待
機
児
童
解
消
の
取
り
組
み
に
も
大
き
な
支
障
と
な
る

問
題
は
、

家
庭
的
保
育
事
業
所
等
の
定
員
は
「
２
，
２
３
１
人
」

6
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・
さ
い
た
ま
市
で
は
、
連
携
施
設
の
確
保
に
向
け
て
、
小
規
模
保
育
事
業
等
の
卒
園
後
の
受
け
皿
を
担
う

連
携
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
認
可
保
育
所
案
件
を
最
優
先
で
協
議
。

・
さ
ら
に
、
２
歳
児
と
3歳
児
の
定
員
差
が
３
人
以
上
の
認
可
保
育
所
案
件
を
最
優
先
で
協
議

６
さ
い
た
ま
市
に
お
け
る
連
携
施
設
確
保
に
向
け
た
施
策
：
保
育
所
整
備
方
針

7

１
歳
児

２
歳
児３
歳
児

４
歳
児５
歳
児

０
歳
児

１
歳
児

２
歳
児

０
歳
児

認
可
保
育
園

小
規
模
保
育

「
連
携
施
設
へ
の
誘
導
策
」

さ
い
た
ま
市
保
育
所
整
備
希
望
者
の
手
引
き
抜
粋

さ
い
た
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
抜
粋
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・
連
携
施
設
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
具
体
的
な
内
容
・
水
準
及
び
条
件
等
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
関
連
通
知
や
会
議
資
料
等
を
も
と
に
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
者
と
連
携
施
設
が
、
連
携
内
容
等

に
つ
い
て
円
滑
に
調
整
・
協
議
で
き
る
よ
う
、
本
市
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
中

（
連
携
施
設
の
設
定
方
法
）

・
連
携
施
設
は
、
教
育
・
保
育
施
設
に
限
定
で
あ
る
が
、
複
数
施

設
を
連
携
施
設
と
す
る
こ
と
や
、
連
携
施
設
側
が
複
数
の
家
庭

的
保
育
事
業
等
者
の
連
携
施
設
と
な
る
こ
と
も
可
能

・
ま
た
、
教
育
・
保
育
施
設
で
機
能
の
一
部
し
か
協
力
で
き
な
い

場
合
も
連
携
施
設
と
な
る
こ
と
が
可
能

７
さ
い
た
ま
市
に
お
け
る
連
携
施
設
確
保
に
向
け
た
施
策
：
連
携
施
設
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

A小
規
模

B保
育
所

C幼
稚
園

① ②
③

A小
規
模

C保
育
所

①
②
③

B小
規
模

①
②
③

D
保
育
所

C幼
稚
園

B認
定
こ

ど
も
園

A小
規
模

①
②

③
の
一
部

③
の
一
部

（
連
携
項
目
）

①
保
育
内
容
の
支
援

②
代
替
保
育
の
提
供

③
卒
園
後
の
受
け
皿

8
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・
「
選
べ
る
子
育
て
環
境
」
を
創
出
す
る
た
め
、
年
間
を
通
じ
て
長
時
間
の
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
な
ど
、

子
育
て
支
援
機
能
の
充
実
に
取
り
組
む
私
立
幼
稚
園
を
「
子
育
て
支
援
型
幼
稚
園
」
と
し
て
認
定

・
市
独
自
の
「
預
か
り
保
育
利
用
者
負
担
軽
減
事
業
」
と
し
て
「
支
援
」

８
さ
い
た
ま
市
に
お
け
る
連
携
施
設
確
保
に
向
け
た
施
策
：
子
育
て
支
援
型
幼
稚
園
認
定
制
度
の
創
設

子
育
て
支
援
型
幼
稚
園
認
定
制
度

と
連
携
施
設
の
要
件
を
同
様
と
す

る
こ
と
で
、
連
携
施
設
の
確
保
に

も
つ
な
げ
る
こ
と
を
想
定

9

★
パ
ー
ト
就
労
の
共
働
き
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭

を
想
定
（
「
保
育
短
時
間
」
相
当
）

①
年
間
を
通
じ
て
長
時
間
の
預
か
り
保
育
を
実
施

・
教
育
時
間
と
合
わ
せ
て
８
時
間
以
上

（
８
時
～
16
時
や
9時
～
17
時
な
ど
）

・
夏
休
み
等
も
含
め
週
5日
間
以
上

（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
/2
9～
1/
3）
の
ほ
か
、
15
日
以
内
の

休
園
は
容
認
）

主
な
認
定
要
件
（
案
）
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（
１
）
「
3歳
児
の
受
け
皿
要
件
」
を
拡
充
す
る
こ
と

【
具
体
的
な
方
策
等
】

・
適
切
な
連
携
施
設
の
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
３
歳
児
の
受
け
皿
要
件
を
拡
充
し
た
上
で
経
過

措
置
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

９
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
具
体
的
な
提
案
及
び
効
果

・
市
認
定
保
育
施
設
の
定
員
空
き
数
は
、
57
7人
分
あ
り
、
多
く
の
連
携
施
設
確
保
が
可
能
と
な
る
（
即
効
性
が
あ
る
）

10

【
具
体
的
な
方
策
案
】

・
認
可
保
育
所
等
に
限
定
せ
ず
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
認
可
外
保
育
施
設
の
内
、
「
規
模
・

設
備
・
職
員
」
の
基
準
が
認
可
保
育
所
と
同
等
で
あ
り
、
保
育
の
質
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
「
市
認
定
保
育
施
設
」
を
連
携
施
設
と
し
て
認
め
る
こ
と

※
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
（
平
成
26
年
4月
30
日
厚
生
労
働
省
令
第

６
１
号
）
第
６
条
（
保
育
所
等
と
の
連
携
）
の
第
３
号
「
3歳
児
の
受
け
皿
」
を
改
正
す
る
こ
と

（
２
）
3歳
児
の
受
け
皿
要
件
を
拡
充
し
た
上
で
「
経
過
措
置
期
間
を
延
長
」
す
る
こ
と

・
３
歳
児
の
受
け
皿
要
件
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
家
庭
的
保
育
事
業
者
等
が
適
切
に
連
携
施
設
を
確
保
し
つ
つ
、
経
過
措
置

期
間
の
延
長
に
よ
り
、
認
可
取
消
と
な
る
施
設
を
救
済

・
家
庭
的
保
育
事
業
利
用
者
が
安
心
し
て
児
童
を
通
園
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
混
乱
を
招
く
こ
と
を
防
止

（
効
果
）

（
効
果
）

43



１
０

制
度
改
正
に
よ
る
リ
ス
ク
：
連
携
施
設
に
「
市
認
定
保
育
施
設
」
を
追
加
し
た
場
合

【
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
】

・
市
認
定
保
育
施
設
は
、
市
の
基
準
に
基
づ
き
、
市
が
運
営
委
託
料
等
を
支
出
す
る
施
設

・
規
模
・
設
備
・
職
員
の
基
準
も
同
等
で
あ
る
た
め
、
保
育
の
質
・
安
全
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る

制
度
改
正
後
に
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
・
リ
ス
ク
は
、
ほ
ぼ
無
い
と
い
え
る

※ 職 員 中 の 有 資 格 者 は 、 3 分 の ２ 以 上 と し て い る が 、

４ 歳 ・ ５ 歳 の 職 員 1 人 当 た り の 園 児 数 は 最 低 基 準 よ り も 厳 し い 基 準
11
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１
連
携
施
設
問
題
が
解
消

↓
２
待
機
児
童
の
解
消

↓
３
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
の
実
現

↓
４
働
き
方
改
革
の
実
現

↓
５
未
来
投
資
戦
略
の
実
現

○
待
機
児
童
の
解
消
を
実
現

・
３
歳
児
の
受
け
皿
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
連
携
施
設
の
確
保
が
進
み
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が
る

○
「
未
来
投
資
戦
略
20
18
」
に
も
寄
与

・
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
女
性
の
就
労
が
可
能
と
な
り
、
「
未
来
投
資
戦
略

20
18
」
の
「
女
性
活
躍
の
更
な
る
促
進
」
等
に
も
大
き
く
寄
与
。

・
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
は
、
国
の
政
策
実
現
に
は
必
須
で
あ
る

１
１

制
度
改
正
の
効
果

・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

成
長
戦
略
で
明
る
い
日
本
に
！

・
そ
の
た
め
に
は
、
働
き
や
す
い
環
境
整
備
は
必
須

・
本
市
も
待
機
児
童
の
解
消
を
実
現
す
る

12
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